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●健全化判断比率などの算定結果
健全化判断比率など 白石市 早期健全化基準

（本市の適用基準）
財政再生基準

（本市の適用基準）
①実質赤字比率 －　 13.45% 20.00%
②連結実質赤字比率 －　 18.45% 40.00%
③実質公債費比率 10.4% 25.0% 35.0%
④将来負担比率 29.5% 350.0%

⑤公営企業における
　資金不足比率

水道 －　
下水道 －　
地方卸売市場 －　

（経営健全化基準）
20.0%

※実質赤字額、連結実質赤字額がないため、「－（該当なし）」で表示。
※連結実質赤字比率の財政再生基準（財政再生計画を策定する基準）は、３年間の経過措置（市
町村は40％→40％→35％）があります。

※資金の剰余額がある場合は、資金不足比率が算定されないため、「－（該当なし）」で表示。

借　　　方

計　642億9,400万円

◉有形固定資産

514億5,100万円
うち土地137億0,000万円

◉投資的資産

95億4,700万円

◉流動的資産

32億9,600万円

貸　　　方

計　642億9,400万円

◉負債
・借入金（市債）
 135億6,600万円

・退職給与引当金

 39億3,100万円

◉正味資産

467億9,700万円
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１．経営の状況は…
●収益
●費用

２．主な建設改良事業

３．借入金の残高は…

４．一般会計からの繰入金は…

決算の概要です
●水洗化人口の推移

区　　分 平成19年3月末 平成20年3月末 増　減
公共下水道 19,897人 19,966人 69人
処理区域内行政人口 23,983人 24,137人 154人
水洗化率 83.0% 82.7% －0.3%
農業集落排水 419人 638人 219人
処理区域内行政人口 495人 1,370人 875人
水洗化率 84.7% 46.6% －38.1%
※水洗化率：水洗化人口÷処理区域内行政人口×100

汚水を処理するための収入と支出

施設を造るための収入と支出

収入
7億5,736万円

支出
8億5,685万円

収入
12億6,092万円

支出
15億4,883万円

一般会計からの繰入金
3億1,263万円
（41%）

借入金の利息
 3億5,055万円
（41%）

借入金
9億1,350万円
（72%）

受益者負担金等
9,871万円
（8%）

一般会計繰入金
 5,730万円
（5%）

国庫補助金など 
1億9,141万円
（15%）

借入金返済 
10億0,848万円
（65%）

建設改良費 
5億4,035万円
（35%）

その他の収入 
4,399万円　
（6%）

当年度純損失
（収入－支出）
9,949万円

収入が支出に対して
不足する額（★）
 2億8,791万円

下水道使用料
 4億0,074万円
（53%）

施設の償却費 
2億9,662万円
（35%）

単位：万円

単位：万円

※消費税および地方消費税を含みます。

※消費税および地方消費税を除きます。

汚水をきれいにしたり
事業を運営したりする費用

 2億0,968万円
 （24%）

★不足額は
　留保資金などで
　補てんしました。


